
　

弊
社
は
昭
和
50
年
に
設

立
さ
れ
た
会
社
で
、
中
・

四
国
地
方
を
中
心
に
関

東
、
関
西
地
方
で
事
業
展

開
し
て
い
ま
す
。
業
務
内

容
は
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
ー
、

人
材
派
遣
・
紹
介
な
ど
、

お
客
様
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
現
在
で
正
社
員

は
４
３
０
人
を
数
え
、
グ
ル
ー

プ
全
体
の
売
上
高
は
平
成
22
年

決
算
で
約
１
６
７
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
12
月
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
拠
点
と
し
て
東
大
洲

に
「
大
洲
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
80
席
の
ブ
ー
ス
を

設
け
、
３
６
５
日
、
24
時
間
体

制
で
お
客
様
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
大
洲
セ
ン
タ

ー
で
は
１
４
０
人
を
雇
用
し
て

い
て
、
現
在
も
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

取
引
先
企
業
の
窓
口
と
し
て

電
話
の
受
発
信
業
務
を
行
う
に

あ
た
り
、
弊
社
は
顧
客
満
足
度

を
高
め
る
た
め
に
、
オ
ペ
レ
ー

タ
の
質
の
向
上
、
応
対
技
術
向

上
な
ど
、
人
材
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
弊
社
の

売
り
上
げ
の
約
７
割
を
占
め
る

成
長
分
野
で
あ
り
、
今
後
は
特

に
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業

に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
「
我
が
社
の
基
軸
は
人
で
あ

る
。
我
が
社
は
そ
の
基
軸
で
あ

る
人
と
共
に
成
長
し
続
け
る
」

と
い
う
企
業
理
念
の
下
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
、
そ
こ
に
住
む
人

た
ち
と
共
に
成
長
し
、
ま
い
進

し
て
い
き
ま
す
。

シリーズ
【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

㈱グロップ　
～ビジネスにマックスなパワーを～

◇所在地　大洲市東大洲
◇電　話　59 ― 1215
http://www.grop.co.jp

野　鳥

セッカ（雪加）
スズメ目ウグイス科
大きさ13㎝

　開けた農地や草原で生息する、小さなウグイスの仲
間です。
　地味な鳥ですが、高く舞い上がりながら｢ヒッ、ヒッ、
ヒッ ｣、降りる時には「チャッチャッ、チャッチャッ」と、
よく通る声でさえずります。名前の由来は、チガヤの
穂（白いので雪に見立て）をくわえ、飛びながら巣作り
をする姿が見られることから付いたと言われています。
しかし、その鳴き声は火打石をたたく音にも聞こえ、「石
火」と呼ぶようになったような気がします。昔は自然界
と生活が密着していて、ほんの小さな特徴で名前を付
けていたようです。この広報が出る頃は、野鳥たちは
子育ても終わり、親元を離れた雛たちは「命をつなぐ」
という運命を背負って、自然の荒波に乗りだしていきま
すが、人間社会ではいつまでも親のすねをかじり、独り
立ちできない若者が多くなっているような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財

盤
ばん

珪
けい

国
こく

師
し

頂
ちん

相
ぞう

　７幅
大洲市有形文化財（絵画）
如法寺蔵（大洲市立博物館保管）

　頂相とは、主に禅僧を描いた肖
像画のことを言い、寛文 9（1669）
年、盤

ばん

珪
けい

永
よう

琢
たく

を創始者として開か
れた如法寺には、盤珪国師のほか
歴代住職の頂相が残されています。
　中でも盤珪国師の頂相は 7 点
と最も多く、そのすべての頂相は、曲

きょく

彔
ろく

と呼ばれる
椅子に座り、柄先に獣毛を束ねた払

ほっ

子
す

と呼ばれる法
具を持ち、右斜向の構図で描かれています。
　特に、大名画家として全国的に有名な ３ 代藩主加

か

藤
とう

泰
やす

恒
つね

が描いた頂相は、 ７ 点ある中でも多様な彩色
で華麗に描かれており、他の頂相よりも存在感を感
じさせるもので、藩主泰恒の盤珪国師への崇敬の高
さが窺われ、貴重なものといえます。�
� （昭和年40年 １ 月 １ 日指定）
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★

★

お
お
ず
の
女
性 

～
輝
い
て
今
～

　
　

第
10
期
お
お
ず
女
性
塾
開
塾
式

　

７
月
28
日（
木
）、
第
10
期
お
お
ず
女

性
塾
の
開
塾
式
と
第
１
回
講
座
が
、
旧

図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
お
お
ず
女
性
塾
」
は
、
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
人

材
育
成
を
図
り
、
い
き
い
き
と
し
た
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

開
塾
式
で
は
清
水
市
長
か
ら
「
お
お
ず

女
性
塾
は
、塾
生
同
士
で
意
見
を
交
え
、

何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

い
い
機
会
。
大
洲
の
良
さ
を
再
発
見
し

て
も
ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

そ
の
後
、
大
洲
の
観
光
と
特
産
品
を
中

心
に
市
政
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
」
と

題
し
た
講
座
で
は
、
大
洲
市
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画
に
基
づ
く
大
洲
市
の
取

り
組
み
の
状
況
や
、
お
お
ず
女
性
塾
の

活
動
内
容
の
紹
介
が
あ
り
、
塾
生
た
ち

は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

第
10
期
お
お
ず
女
性
塾
の
塾
生
は
10

人
で
、
現
在
も
塾
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。お
お
ず
女
性
塾
で
は
今
後
２
年
間
、

各
種
講
座
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
じ

て
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
お
ず
女
性
塾
の
活
動
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係

☎
㉔
２
１
１
１（

内
線
５
２
２
・
５
２
４
）

こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
ほ
ど
、「
想

定
外
」と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
は
、

今
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
家
を
作
る
場
合
を
考

え
れ
ば
、
屋
根
な
ど
の
重
さ
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
し
、
台
風
な
ど
の
大
風
に
も
耐

え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
り
ま
す
。

し
か
し
、
屋
根
の
重
さ
や
風
の
強
さ

も
、
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
で
割
り
切

ら
な
い
と
木
造
で
の
家
は
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
ま
で
に
経

験
の
な
い
よ
う
な
大
型
の
台
風
が

襲
っ
て
き
て
屋
根
の
瓦
が
飛
ん
で
し

ま
っ
た
時
に
は
、「
想
定
外
だ
っ
た

ね
」
と
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
の

津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
や
、
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
長
期
的
で

広
い
範
囲
の
放
射
線
被
害
を
、
想
定

外
と
い
う
言
葉
で
片
付
け
て
よ
い
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。家
を
考
え
て
も
、

台
風
で
瓦
が
飛
ぶ
こ
と
や
雨
漏
り
を

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
家
の
中
の

住
民
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
津
波
を
防

ぐ
堤
防
だ
け
で
は
完
全
に
防
ぎ
き
れ

な
い
ま
で
も
、
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
の
堤
防
の
構
造
や
、
背
後
地

の
盛
土
の
道
路
な
ど
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
原
子
力
発
電

所
で
事
故
が
起
き
た
場
合
に
も
、
放

射
線
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
あ
ら
ゆ

る
対
策
を
考
え
る
こ
と
は
、
決
し
て

怠
っ
て
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

人
間
の
知
恵
で
は
全
て
を
計
り
知

る
こ
と
は
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
知
ろ
う
と
す
る
努
力
や
、

も
し
も
の
場
合
を
常
に
考
え
て
い
く

「
心
構
え
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
、
も
う
一
度
考
え
さ
せ
る
大
震

災
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　「
想
定
外
」
に
つ
い
て
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お し ら せ

財政状況をお知らせします

歳
　
　
　
　
入

地方交付税

全国の市町村によって生じている税収入の格差を是正
し、一定の行政水準を保つために国から交付されるお金。
国税５税（所得税、酒税、法人税、消費税、たばこ税）
が原資となっています。

市　　　 税 みなさんから市に納められたお金

国庫支出金 道路や建物の整備などに必要なお金の一部として国から
受け入れたお金

歳
　
　
出

民 生 費 主に福祉の充実のために使ったお金

公 債 費 市が借り入れた市債（借金）の返済に使ったお金

総 務 費 市役所の管理、電算システム、戸籍、税などの事務に使ったお金

一般会計性質別執行状況

人件費
45億9,504万円
18.5％

人件費
45億9,504万円
18.5％

補助費等
28億7,407万円
11.6%

補助費等
28億7,407万円
11.6%

普通建設事業費
37億3,437万円
15.0%

普通建設事業費
37億3,437万円
15.0%

物件費
29億1,812万円
11.7%

物件費
29億1,812万円
11.7%

扶助費
28億8,333万円
11.6%

扶助費
28億8,333万円
11.6%

歳出総額

２４８億４‚１７６万円
（100％）

公債費
40億1,299万円
16.2％

公債費
40億1,299万円
16.2％

その他
38億2,384万円
15.4％

その他
38億2,384万円
15.4％

歳　入

103億5,074万円
113億3,910万円

020億40億60億80億100億120億

地方交付税

市　　　税

市　　　債

国庫支出金

県 支 出 金

分担金及び負担金

繰　越　金

地方消費税交付金

そ　の　他

歳　出

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億 80億70億

民　生　費

公　債　費

総　務　費

土　木　費

教　育　費

衛　生　費

消　防　費

農林水産業費

そ　の　他

予算額 270億4,537万円
執行額 276億1,838万円 執行額 248億4,176万円

予算額 270億4,537万円

41.1％

16.1％

9.7％

9.6％

7.1％

6.8％

1.8％

1.6％

6.2％

27.0％

16.2％

14.2％

11.6％

9.6％

8.7％

5.8％

3.9％

3.0％

　歳入

総額
約276億円

　歳出

総額
約248億円

42億3,208万円
44億4,588万円

32億7,096万円
26億7,861万円

29億6,309万円
26億4,169万円

14億7,207万円
19億5,188万円

21億2,889万円
18億8,059万円

5億4,628万円
5億  334万円

4億3,900万円
4億4,952万円

16億4,226万円
17億2,777万円

40億7,905万円
40億1,313万円

39億2,125万円
35億1,938万円

33億3,239万円
28億7,057万円

26億1,017万円
23億9,491万円

25億  961万円
21億6,349万円

15億6,805万円
14億4,071万円

10億6,797万円
9億7,360万円

8億3,404万円
7億5,117万円

71億2,284万円
67億1,480万円

一般会計予算執行状況

用 語 解 説

普通建設事業費 道路や公園などの公共施設を建設するために使ったお金

物 件 費 消耗品や旅費、公共施設の運営などに使ったお金

扶 助 費 子ども手当や乳児、重度心身障害者の医療費などに使っ
たお金

補 助 費 等 様々な団体などへの補助金や消防などの事務を共同で処理
するために設立された組合への負担金などに使ったお金

（上のグラフ）↑

（右のグラフ）→

平成22年度の歳入・歳出の状況

平成22年度のお金の使われ方

平 成 22 年 度

　大洲市財政状況の公表等に関する条例第２条および地方公営企業法第40条の２の規定により、平成22年４月１日から
平成23年３月31日までの本市の財政状況および業務状況を次のとおり公表します。
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Information

特別会計の状況

市有財産の状況

種　別 面　積　等

宅　　　地 1,913,084㎡

山　　　林 4,591,871㎡

田　　　畑 179,259㎡

雑　種　地 104,697㎡

建　　　物 379,173㎡

立　　　木 97,020㎥

名　称 金　　　額

財 政 調 整 基 金 12億1,427万円

減 債 基 金 5億4,761万円

国民健康保険財政調整基金 1億5,217万円

土 地 開 発 基 金 4億  944万円

その他特定目的基金等 18億  114万円

出 資 金 等 3億2,332万円

合　　　計 44億4,795万円

企業会計の状況

区　　分 総　収　益 総　費　用 当期純利益

工業用水道 2,075万円 1,647万円 428万円

水　　　道 7億3,091万円 7億4,164万円 △1,073万円

病　　　院 32億7,058万円 33億3,644万円 △6,586万円

市税と市民負担の状況

項　　目 金　　額
１ 世 帯
当たりの
負 担 額

１ 　 人
当たりの
負 担 額

割　合

市　民　税 17億6,956万円 87,797円 36,752円 39.8％

固定資産税 22億7,622万円 112,936円 47,276円 51.2％

た ば こ 税 2億8,013万円 13,899円 5,818円 6.3％

軽自動車税 1億1,902万円 5,905円 2,472円 2.7％

入　湯　税 95万円 47円 20円 0.0％

合　計 44億4,588万円 220,584円 92,338円 100.0％

市債の状況

区　　　分 件数 現 在 高 １世帯当たりの額 市民１人当たりの額

一般会計分 465 270億8,450万円 1,343,811円 562,526円

特別会計分 153 78億  841万円 387,418円 162,175円

企業会計分 57 73億6,896万円 365,614円 153,048円

合　　　計 675 422億6,187万円 2,096,843円 877,749円

水道や病院の経営状況

市の借入金の残高

市が所有する土地・
建物・預金など

農業集落排水事業

予算現額 2,842万円

収入済額 2,710万円

支出済額 2,710万円

差　引　額 0万円

公共下水道事業

予算現額 6億3,545万円

収入済額 5億8,112万円

支出済額 5億8,112万円

差　引　額 0万円

駐 車 場 事 業

予算現額 2,293万円

収入済額 2,081万円

支出済額 2,081万円

差　引　額 0万円

温 泉 事 業

予算現額 801万円

収入済額 740万円

支出済額 740万円

差　引　額 0万円

商業集積施設管理

予算現額 318万円

収入済額 318万円

支出済額 301万円

差　引　額 17万円

簡易水道事業

予算現額 4億7,371万円

収入済額 4億4,374万円

支出済額 4億2,794万円

差　引　額 1,580万円

港湾施設事業

予算現額 1,724万円

収入済額 1,694万円

支出済額 1,694万円

差　引　額 0万円

土地取得造成

予算現額 1億6,857万円

収入済額 1億6,791万円

支出済額 1億6,791万円

差　引　額 0万円

土地区画整理事業

予算現額 5,876万円

収入済額 4,779万円

支出済額 4,779万円

差　引　額 0万円

住宅新築資金等貸付事業

予算現額 1億7,430万円

収入済額 1,155万円

支出済額 1億7,380万円

差　引　額 △1億6,225万円

国民健康保険

予算現額 60億4,697万円

収入済額 60億9,932万円

支出済額 58億5,020万円

差　引　額 2億4,912万円

国保診療所

予算現額 9,217万円

収入済額 8,501万円

支出済額 8,501万円

差　引　額 0万円

老 人 保 健

予算現額 381万円

収入済額 150万円

支出済額 129万円

差　引　額 21万円

後期高齢者医療

予算現額 5億7,391万円

収入済額 5億4,437万円

支出済額 5億2,566万円

差　引　額 1,871万円

介 護 保 険

予算現額 42億6,609万円

収入済額 41億7,072万円

支出済額 41億4,565万円

差　引　額 2,507万円
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